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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
各
位
に

は
、ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
共
済
組
合
の
事
業

運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
北
海
道

は
幸
い
に
も
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に
石
川
県
能
登
半

島
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の「
能
登
半
島

地
震
」が
発
生
し
ま
し
た
。
震
度
７
は
、
平
成

３０
年
に
北
海
道
で
発
生
し
た「
胆
振
東
部
地

震
」以
来
、
観
測
史
上
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
石
川
県
で
は
、
地
震
か
ら
の
復
旧
の
さ

な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、９
月
２１
〜
２３
日
に
か

け
て
奥
能
登
地
方
を
中
心
に
記
録
的
な
豪
雨

と
な
り
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
の
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
、な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
旧
を
願
って
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
本
道
農
業
は
、
春
先
の
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
苗
の
生
育
も
順
調
に
推
移
し
、
移

植
作
業
な
ど
は
平
年
並
み
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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岡
田　

恒
博

副
組
合
長
理
事

伊
藤　

榮
一

統
括
理
事

橋
本　

清
一

関
東　

弘
樹

木
村　

博
文

星　
　

敏
夫

越
智　
　

孝

理
事岡

田　

政
則

佐
藤　
　

修

春
木　

正
友

窪
田　

秀
治

山
口　
　

忠

遠
藤　

淳
史

古
川　
　

昇

杉
村　

賢
一

市
田　

敏
行

松
原　

幸
博

小
野
加
津
也

上
田　

倫
章

大
下　

秀
樹

小
笠
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徹
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和
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一
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合
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徳
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大
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正
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真
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吉
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正
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松
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勝
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髙
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肇
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仁
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代
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監
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藤
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和
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中
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泰
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久
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光
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一
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清
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参
事
　岡

本　

真
平

他
職
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一
同

夏
場
の
気
温
が
高
く
推
移
す
る
と
と
も
に
、７

月
下
旬
か
ら
の
大
雨
で
一
部
圃
場
が
冠
水
す

る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
収
穫
時

期
の
作
業
は
順
調
に
進
み
、
平
年
よ
り
も
早
い

収
穫
期
と
な
り
ま
し
た
。
水
稲
の
作
況
指
数
は

１
０
３
と
平
年
並
み
で
し
た
が
、一
部
で
は
分

げ
つ
・
茎
数
不
足
や
、
倒
伏
に
よ
る
品
質
低
下

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
麦
は
、
穂
数
・
穂
揃
い
と

も
に
良
好
で
、
平
年
並
み
以
上
の
収
量
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
畑
作
物
に
お
い
て
は
、バ
レ
イ
シ
ョ
の
肥
大
不

足
や
テ
ン
サ
イ
の
褐
斑
病
が
発
生
し
、
収
量
や

品
質
の
低
下
で
や
や
不
良
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
豆
類
や
野
菜
類
は
概
ね
順
調
な
生
育
と
な

り
、
令
和
５
年
の
よ
う
な
大
き
な
被
害
に
は
な

ら
な
い
見
込
み
で
す
。

　
酪
農
畜
産
に
お
い
て
は
、
生
産
者
の
飼
養
管

理
技
術
向
上
に
よ
っ
て
、
令
和
５
年
よ
り
も
死

廃
事
故
件
数
、
病
傷
事
故
件
数
と
も
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
資
材
・
飼
料
等
の
高
騰
に
よ
っ
て
農
業
情
勢

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
米
の
取
引
価
格
が
近
年
稀
に
み
る
高
値

を
つ
け
る
な
ど
の
良
い
ニュ
ー
ス
も
あ
り
、
本
道

農
業
に
も
一
筋
の
光
が
差
し
込
ん
だ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北

海
道
は「
農
業
共
済
制
度
」と「
収
入
保
険
制

度
」の
２
つ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
、
農
業
者

が
不
安
視
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応

し
、
国
の
重
要
な
災
害
対
策
の
柱
と
し
て
そ
の

機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
制
度
開
始
か
ら
７
年
目
を
迎
え
た
収
入
保

険
制
度
は
、
当
初
の
目
標
で
あ
る
全
国
１０
万

経
営
体
の
加
入
も
目
前
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
未
加
入
者
に
対
し
て
誠

意
あ
る
説
明
を
実
施
し
、
農
業
共
済
制
度
ま

た
は
収
入
保
険
制
度
の
ど
ち
ら
か
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
、
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
で
あ
る「
無
保

険
者
ゼ
ロ
」を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
７
年
の
北
海
道
農
業
が
豊

穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族

の
皆
さ
ま
と
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
発
展
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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NOSAI北海道の と給 与
給 与

職 員
職員の給与や現況などを紹介します

給与や手当は公務員準拠を基本に支給しています。

職 員

NOSAI北海道の給与（令和６年４月１日現在）

俸給表は、業務職員・人工授精師職員・産業動物看護職員は国家公務員の行政職俸給表（一）、
獣医師職員は医療職俸給表（一）を適用しています。 
また、国家公務員の俸給表は人事院勧告に基づいて決定されています。

※獣医師および人工授精師、動物看護師は
　比較する指標がないため未算出

国家公務員の給与を100とした
場合のＮＯＳＡＩ北海道業務職
員の割合（事務費負担金を受給
していることから100を超えな
いよう指導されています）

●ラスパイレス指数（令和4年度比較）

国家
公務員

NOSAI
北海道

100.0

0 100

95.1

業務職員　高校卒
　　　　　大学卒
獣医師職員
人工授精師職員
動物看護師

166,600円
196,200円
264,700円
196,200円
196,200円

初任給
（月額）

人事院勧告とは
国家公務員の処遇を改善するための仕組みで、具体的には、
国家公務員法に基づいて設けられている「人事院」が国会や
内閣に対して行う「国家公務員の給与その他勤務条件の改善
および人事行政の改善に関する勧告」です。一般的に給与に
関する勧告を指し、民間企業の社員と国家公務員の給与水準
を合わせる目的で行われます。
俸給表の改正はこの勧告に基づいて、国会で決定されます。

民間企業の給与との差（2.86％）の解消と期末・勤勉手当の均衡を図るため、若年層に重
点を置きつつすべての職員を対象にした給与月額の引き上げ、寒冷地手当の引き上げ、
期末・勤勉手当の0.1カ月分の引き上げを勧告しています。

比較

2024年度の勧告内容

職員に支給されている主な手当（令和６年４月１日現在）

※この他、通勤手当や住宅手当、単身赴任手当、時間外・休日・夜間待機手当、地域手当、へき地手当などがあります。

期末・勤勉手当

寒冷地手当

扶養手当

特別調整額

技術手当

民間企業の賞与（ボーナス）に当たるもの。年間4.5カ月分を支給

扶養や世帯主などの状況に応じて、年間43,000円～131,900円を支給

扶養親族のいる職員に対し、子は満22歳に達する年度末まで１人につき最大10,000円、
子以外は１人につき最大6,500円を支給

民間企業の管理職手当に当たるもの。46,300円～139,000円を支給

職務の内容および経験年数に伴う手当。獣医師は25,000円～45,000円、
人工授精師と産業動物看護師は9,000円～17,000円を支給

87

198

23 17 22 17 10

223 150 138 52

111 107 106 70

●職種毎の年齢構成（令和６年４月１日現在）
業務

獣医師

人工授精師

（人）

20代 30代 40代 50代 60代以上

●時間外手当の金額

令和4年度

令和5年度

5億9千万円

5億4千万円

業務の効率化によって時間外は減っています。

職員の給与などを公開することは、農業者への透明性や信頼関係を生み、組織の公平・公正性の確保に繋がります。
ＮＯＳＡＩ北海道は、今後も給与の適正化や効率的な組織運営、適正な職員配置に配意します。

ＮＯＳＡＩ北海道は、業務・診療所勘定ともに人件費の
占める割合が高いです。
※他に人工授精勘定もありますが、ここでは省略します。

診療所勘定

支出総額
183億6千万円

業務勘定

支出総額
95億円

人件費
40.5%
74億３千万円

医療品
消耗品
24.3%
44億5千万円

引当金
18.3%
17億3千万円

家畜人工
授精支出
19.2%
35億2千万円

事業勘定繰入
10.7%
10億2千万円

人件費
49.1%
46億5千万円

その他 その他

人事院が勧告内容を決定

民間企業の
平均給与

合併後の職員数等の推移

令和５年度 人件費の占める割合

人件費等の推移

令和4年度
（145億円）

50億8千万円 79億6千万円 14億7千万円

46億5千万円 74億3千万円 13億4千万円

令和5年度
（134億円）

●総人件費

●１人当たりの給与支給額

職員数の減少などによって総人件費は減っています。

職員１人当たりの給与支給額は、人事院勧告の
給与月額引き上げなどによって増えています。

11億円減

業務 獣医師 人工授精師

業務 獣医師 人工授精師

令和4年度
（平均742万円）

令和5年度
（平均750万円）

平均8万円増

5千万円減

平均599万円
平均856万円

平均866万円

平均593万円

平均606万円

平均602万円

国家公務員の
平均給与

621 757 98

481 761 89

合併前

業務

現在

獣医師 人工授精師

●合併前との職員数比較

1,476人

1,331人

140人減 4人増 9人減
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令和５年度 人件費の占める割合

人件費等の推移

令和4年度
（145億円）

50億8千万円 79億6千万円 14億7千万円

46億5千万円 74億3千万円 13億4千万円

令和5年度
（134億円）

●総人件費

●１人当たりの給与支給額

職員数の減少などによって総人件費は減っています。

職員１人当たりの給与支給額は、人事院勧告の
給与月額引き上げなどによって増えています。

11億円減

業務 獣医師 人工授精師

業務 獣医師 人工授精師

令和4年度
（平均742万円）

令和5年度
（平均750万円）

平均8万円増

5千万円減

平均599万円
平均856万円

平均866万円

平均593万円

平均606万円

平均602万円

国家公務員の
平均給与

621 757 98

481 761 89

合併前

業務

現在

獣医師 人工授精師

●合併前との職員数比較

1,476人

1,331人

140人減 4人増 9人減
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春
先
の
突
風
や
夏
の
豪
雨
、
秋
の
台
風
、

冬
の
大
雪
、
爆
弾
低
気
圧
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
万
が
一
の
災
害
に
備
え
園
芸
施
設
共

済
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
北
海
道
の
戸
数
加
入
率

は
、
77
・
３
％
で
す
。
年
々
加
入
さ
れ
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。

オ
プ
シ
ョ
ン
選
択
で
充
実
加
入

　
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
園
芸
施
設

（
ハ
ウ
ス
本
体
＋
被
覆
材
）
に
併
せ
て
、
附

帯
施
設
、
施
設
内
農
作
物
、
撤
去
費
用
、

復
旧
費
用
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
１
）。

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
に
対
応

　
支
払
対
象
と
な
る
災
害
（
共
済
事
故
）
の

種
類
に
つ
い
て
は
、
自
然
災
害
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
に
対
し
て
補
償
を
し
ま

す
。
被
覆
し
て
い
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
被
覆
し
て
い
な
い
期
間
（
例
え
ば
冬
期

間
）
の
災
害
に
よ
り
パ
イ
プ
が
曲
が
っ
た
時

で
も
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
図
４
）。

掛
金
と
共
済
金
は
ど
れ
く
ら
い

　
「
補
償
の
充
実
」
と
「
掛
金
の
軽
減
」
ど

ち
ら
を
重
視
す
る
か
に
よ
っ
て
掛
金
と
共

済
金
は
変
動
し
ま
す
。
標
準
コ
ー
ス
に
オ

プ
シ
ョ
ン
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
で
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
【
表
１
】
プ
ラ
ン
１
は
小
さ
い
被
害
か
ら

補
償
す
る
タ
イ
プ
。
プ
ラ
ン
２
・
プ
ラ
ン

３
は
補
償
を
充
実
さ
せ
た
タ
イ
プ
。
プ
ラ

ン
４
は
大
き
な
被
害
か
ら
補
償
対
象
と
す

る
こ
と
で
掛
金
を
安
く
す
る
タ
イ
プ
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
掛
金
の
簡
易
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
い
説
明
や
お
見
積
り
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

手
厚
い
補
償
に
す
る
に
は

　
「
手
厚
い
補
償
」
を
希
望
す
る
方
は
、
付

保
割
合
追
加
特
約
20
％
と
復
旧
費
用
を
併

せ
て
付
加
し
て
い
た
だ
く
と
、
ハ
ウ
ス
本

体
の
経
過
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
加
入
時

の
再
建
築
価
額
（
新
築
価
額
）
ま
で
補
償

し
ま
す
（
図
２
）。

補
償
の
範
囲
を
選
ん
で
掛
金
を
調
整

　
「
掛
金
を
安
く
」
を
希
望
す
る
方
は
、
補

償
の
範
囲
を
損
害
の
大
き
な
時
だ
け
に
限

定
す
る
こ
と
で
掛
金
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
損
害
額
が
選
択
し
た
金
額
（
10
万
円
・

20
万
円
・
50
万
円
・
１
０
０
万
円
）
を
超

え
た
時
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。
選
択

し
た
金
額
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
掛
金
が
安

く
な
り
ま
す
。

　
反
対
に
「
小
さ
な
被
害
で
も
共
済
金
を
受

け
取
り
た
い
」
方
に
は
、
掛
金
負
担
は
増
え

ま
す
が
、
１
万
円
以
上
の
損
害
か
ら
補
償
す

る
プ
ラ
ン
が
お
す
す
め
で
す
（
図
３
）。

加
入
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
！

●図4 支払対象となる災害（共済事故）

●図２ 特約と経過年数

●図3 小損害不填補の額 ●図１ オプション選択の種類
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 車両の衝突

航空機の落下・車両の衝突 病虫害鳥獣害

ひょう害・雪害 地震等自然災害風害

掛金を
パパッと計算
掛金シミュレーション

はこちら

補
償
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合

0　1　2　3　4　5　6　7　8　910
経過年数

（%）
100
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40

共済金額(補償金額)
被災した際にお支払いする共済金の最高額です。

 ハウス1棟ごとに付保割合を40%・50%・60%・70%・80%から選択できます。

復旧費用特約

付保割合追加特約
付保割合で80%を選択した場合のみ、さらに10%もしくは20%の補償を上乗
せできます。
※施設内農作物は特約対象外です。
※特約部分の掛金は全額農業者負担で国庫負担はありません。

共済金額（補償金額） ＝ 共済価額   × 付保割合

復旧費用による
補償部分

施設本体の
標準の補償部分

（付保割合80%選択時）

付保割合追加特約
20%選択時の
補償部分

被覆材を除くハウス本体と附帯施設が対象で、築年数に関係なく評価額の100%を
補償します。
※特約部分の掛金は全額農業者負担で国庫負担はありません。

〈パイプハウスの場合〉

小損害不填補の額

 支払対象となる災害(共済事故)

選択した額が大きくなるほど掛金が安くなります

特約1万円 3万円
または

共済価額の5%

10万円

20万円 50万円 100万円

小さい損害から
対象にしたい
場合に！

割引率

56%
割引率

85%
割引率

96%

割引率

26%

必ず加入

オプション加入

特定園芸施設
 (ハウス本体+被覆材)

農作物(育苗含む)を栽培するための、プラスチックハウス、ガラス室、
雨よけハウスなどを補償

附帯施設
暖房施設、かん水施設、換
気施設、カーテン装置など
を補償

施設内農作物
ハウス内で栽培する作物
（野菜・花き等)の生産費用
を補償

撤去費用
倒壊したハウス本
体の撤去に要した
費用を補償(被覆
材除く)

復旧費用
ハウス本体・附帯
施設の復旧に要し
た費用を補償(被
覆材除く)

付保割合追加
補償割合を最大
20%上乗せして補
償（施設内農作物
除く）

20%

● 表１ 共済掛金・共済金の支払例

加入内容（例）

●パイプハウス ： 間口5.4ｍ、長さ60ｍ、（設置面積324㎡）
パイプ径28.0ｍｍ、パイプ本数101本、10年以上経過

●被　覆　材 ： 一般農ＰＯ 0.1ｍｍ、バンド止め、被覆期間８カ月、新品
●共 済 価 額 ： 730,680円（ハウス本体591,300円、被覆材139,380円）
●再建築価額 ： 1,321,980円

付保割合80％

標準コース

3,085円

584,544円

292,272円

0円

3,093円

584,544円

292,272円

11,150円

4,638円

730,680円

365,340円

13,938円

7,819円

1,321,980円

660,990円

13,938円

1,371円

584,544円

292,272円

0円

プラン１ プラン2 プラン3 プラン4

小損害不填補「１万円」

付保割合追加20％

復旧費用特約

小損害不填補「20万円」

掛　金 

共済金（全損） 

共済金（半損） 

共済金（分損） 

オ
プ
シ
ョ
ン

基
本

※下記の掛金は新規加入の掛金率で計算しています。
※下記の共済金は被害時被覆開始１カ月。全損・半損・分損の被害で計算しています。
　（全損）とは「パイプと被覆材全損」、（半損）とは「パイプ半損・被覆材半損」、（分損）とは「被覆材のみ10％の被害」
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材除く)

復旧費用
ハウス本体・附帯
施設の復旧に要し
た費用を補償(被
覆材除く)

付保割合追加
補償割合を最大
20%上乗せして補
償（施設内農作物
除く）

20%

● 表１ 共済掛金・共済金の支払例

加入内容（例）

●パイプハウス ： 間口5.4ｍ、長さ60ｍ、（設置面積324㎡）
パイプ径28.0ｍｍ、パイプ本数101本、10年以上経過

●被　覆　材 ： 一般農ＰＯ 0.1ｍｍ、バンド止め、被覆期間８カ月、新品
●共 済 価 額 ： 730,680円（ハウス本体591,300円、被覆材139,380円）
●再建築価額 ： 1,321,980円

付保割合80％

標準コース

3,085円

584,544円

292,272円

0円

3,093円

584,544円

292,272円

11,150円

4,638円

730,680円

365,340円

13,938円

7,819円

1,321,980円

660,990円

13,938円

1,371円

584,544円

292,272円

0円

プラン１ プラン2 プラン3 プラン4

小損害不填補「１万円」

付保割合追加20％

復旧費用特約

小損害不填補「20万円」

掛　金 

共済金（全損） 

共済金（半損） 

共済金（分損） 

オ
プ
シ
ョ
ン

基
本

※下記の掛金は新規加入の掛金率で計算しています。
※下記の共済金は被害時被覆開始１カ月。全損・半損・分損の被害で計算しています。
　（全損）とは「パイプと被覆材全損」、（半損）とは「パイプ半損・被覆材半損」、（分損）とは「被覆材のみ10％の被害」
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令
和
６
年
契
約
の
保
険
金
等
の

試
算
を
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
６
年
契
約
に
加
入
し
た
個
人
経
営

の
方
は
、
令
和
７
年
３
月
17
日
（
月
）
ま

で
に
所
轄
の
税
務
署
へ
、
令
和
６
年
分
の

税
務
書
類
の
提
出
を
必
ず
青
色
申
告
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
収
入
保
険
は
青
色
申

告
の
実
施
が
加
入
の
必
須
条
件
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
対
象
期
間
の
収
入
が
少
な
く

白
色
申
告
に
切
り
替
え
た
場
合
や
税
務
申

告
期
限
を
過
ぎ
て
い
た
た
め
青
色
申
告
で

は
受
理
さ
れ
ず
白
色
申
告
を
行
っ
た
場
合

な
ど
で
、
契
約
が
無
効
と
な
り
保
険
金
等

が
受
け
取
れ
な
か
っ
た
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
の
保
険
期
間
中
に
受

け
た
気
象
災
害
等
に
よ
る
収
入
保
険
の
保

険
金
等
は
事
前
に
試
算
を
行
い
、
令
和
６

年
の
青
色
申
告
に
含
め
て
申
告
し
ま
す
（
表

１
）。
理
由
は
、
令
和
６
年
分
の
収
入
減
少

に
よ
る
保
険
金
等
が
令
和
７
年
の
青
色
申

告
に
記
載
さ
れ
る
と
、
令
和
７
年
の
収
入

金
額
が
平
年
ど
お
り
だ
っ
た
場
合
に
、
令

和
６
年
の
保
険
金
等
の
分
だ
け
収
入
金
額

が
増
え
て
、
過
大
な
課
税
が
生
じ
て
し
ま

う
た
め
で
す
。

　
保
険
金
等
の
試
算
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
全
国
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https: 

//nosai-zenkokuren.or.jp

）
に
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
算
出
ツ
ー
ル
な
ど
が
活
用

で
き
ま
す
。
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
法
人
経
営
の
方
に
つ
い
て
は
事

業
年
度
（
決
算
期
間
）
の
終
了
後
、
２
カ

月
以
内
に
青
色
申
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
個
人
経
営
の
方
よ
り
も
保

険
金
等
の
試
算
を
行
う
期
間
が
短
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

法
人
経
営
で
事
業
年
度
の
開
始
が

２
月
以
降
の
方
は
ま
だ
新
規
加
入
が

で
き
ま
す

　
法
人
経
営
の
方
で
新
た
に
収
入
保
険
へ

加
入
し
た
い
場
合
は
、
加
入
申
請
期
限
が

事
業
年
度
開
始
月
の
前
月
末
ま
で
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
事
業
年
度
が
４
月
開
始
か

ら
３
月
ま
で
の
法
人
で
あ
れ
ば
、
３
月
末

ま
で
の
加
入
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
必
要
書
類

の
確
認
等
手
続
き
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
し
て
加
入
す
る
場
合
は
事

業
年
度
開
始
月
の
前
々
月
末
（
４
月
開
始

の
法
人
で
あ
れ
ば
２
月
末
）
ま
で
に
加
入

申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自
動
継
続

を
選
択
し
て
い
る
法
人
経
営
の
方
に
つ
い

て
は
、
事
業
年
度
開
始
月
に
合
わ
せ
て
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら
「
自
動
継
続
の
ご

案
内
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
継
続
加
入
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

よ
る
継
続
申
請
は
、
継
続
加
入
申
込
期
限

の
１
カ
月
前
（
４
月
開
始
の
法
人
で
あ
れ

ば
１
月
末
）
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
文

書
を
受
け
取
り
ま

し
た
ら
速
や
か
に

継
続
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。
も
し

も
自
動
継
続
に
よ

る
申
込
期
限
を
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
場

合
や
継
続
申
請
の

操
作
に
不
安
が
あ

る
場
合
は
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
て
継
続

の
処
理
を
行
い
ま

す
の
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

（
図
１
）。

収
入
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
平
成
28
年
に
父
か
ら
経
営
移
譲
を
受
け
、
水

稲
や
花
き
、
施
設
園
芸
作
物
を
メ
イ
ン
に
営
農

し
て
い
ま
す
。収
入
保
険
は
地
区
の
集
会
に
て
、

既
に
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
か
ら
話
を

聞
い
て
興
味
を
持
ち
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
か
ら

詳
細
な
説
明
を
受
け
る
な
か
で
、
作
付
割
合
が

高
か
っ
た
共
済
制
度
の
対
象
外
作
物
へ
の
補
償

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
営
農
を
継
続
で

き
る
と
感
じ
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
気
象
災
害
は
多
様
化
・
激
甚
化
し
て
い
て

対
策
が
難
し
い
の
で
、
営
農
を
継
続
す
る
た

め
の
備
え
が
大
切
で
す
。
気
象
災
害
や
価
格

低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
へ
の
備
え
の

一
つ
と
し
て
収
入
保
険
は
欠
か
せ
な
い
で
す
。

　
令
和
３
年
に
高
温
と
少
雨
の
影
響
で
ほ
ぼ

す
べ
て
の
作
物
の
収
量
が
大
き
く
落
ち
込
み

農
業
収
入
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
収
入
保
険

で
補
償
を
受
け
た
こ
と
で
営
農
を
継
続
す
る

た
め
の
助
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
が
つ
な
ぎ
資
金
の
対
応
を
迅
速
に

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
年
内
に
貸
付
け
が

行
わ
れ
安
心
し
て
年
を
越
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
た
だ
、
今
後
の
収
入
保
険
へ
の
期
待
と
し

て
、
最
大
補
償
が
基
準
収
入
の
９
割
に
支
払

率
９
割
を
乗
じ
た
金
額
に
な
る
の
で
、
大
き

な
被
害
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
営
農
を
継
続

す
る
た
め
に
、
よ
り
大
き
な
補
償
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
沼
田
町
で
新
規
就
農
を
目
指
す
移
住
者
を

雇
用
し
な
が
ら
、
作
付
面
積
を
80
㌶
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

安
定
し
た
経
営
基
盤
を
作
ら
な
い
と
い
け
な

い
で
す
が
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で

収
入
減
少
が
あ
っ
て
も
補
償
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
安
定
的
な
経
営
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
今
後
も
営
農
の
幅
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

藤
村 

健
一
さ
ん（
47
）

沼
田
町

ふ
じ
む
ら

け
ん
い
ち

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

水
稲・麦・大
豆・ソ
バ・花
き・メ
ロ
ン・

キ
ャ
ベ
ツ・ト
マ
ト・ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン・

サ
ツ
マ
イ
モ　
約
68
㌶　

経 営 内 容
令和2年
1月加入

（加入6年目）

加入者
の声

収
入
保
険

入
っ
て
よ
か
っ
た
！

　
令
和
６
年
契
約
か
ら
適
用
の
制
度
改
正

に
よ
り
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に

必
要
な
青
色
申
告
に
よ
る
実
績
申
告
年
数

が
１
年
に
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
か
ら
収
入
保
険
に
新
規
加
入

を
し
た
い
場
合
は
、
令
和
７
年
３
月
17
日

（
月
）
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署
へ
、
令
和
７

年
分
以
後
の
「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認

申
請
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
申

込
を
す
る
た
め
に
、
税
務
署
へ
提
出
し
た

「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
の
写

し
が
必
要
で
す
の
で
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
提
出

で
き
る
よ
う
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
で
、
青
色
申
告

特
別
控
除
と
し
て
、
簡
易
な
簿
記
で
10
万

円
の
所
得
控
除
、
要
件
を
満
た
せ
ば
55
万

円
（
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
の
活
用
で
最
大
65
万
円
）

の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

家
族
へ
の
労
務
の
対
価
と
し
て
適
正
な
給

与
を
経
費
に
で
き
る
ほ
か
、
そ
の
年
の
赤

字
を
翌
年
以
降
３
年
間
に
わ
た
っ
て
繰
り

越
し
、
各
年
分
の
黒
字
と
相
殺
で
き
る
な

ど
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
で
加
入
し
て
い
る
方
で
、

親
か
ら
子
へ
の
経
営
移
譲
や
個
人
経
営
の

法
人
化
な
ど
名
義
変
更
が
発
生
す
る
場
合

は
、
同
じ
く
所
轄
の
税
務
署
へ
「
所
得
税

の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」（
法
人
化
の

場
合
は
「
青
色
申
告
の
承
認
申
請
書
」）

の
提
出
を
行
い
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
申
請

書
の
写
し
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
経

営
移
譲
や
法
人
化
な
ど
で
加
入
者
の
情
報

に
齟
齬
が
あ
る
と
、
加
入
承
諾
書
や
保
険

証
書
な
ど
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
が
発
行

す
る
重
要
な
書
類
が
届
か
な
い
こ
と
や
口

座
振
替
の
際
に
名
義
の
不
一
致
に
よ
る
振

替
不
能
な
ど
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

経
営
移
譲
・
法
人
化
に
よ
る
名
義
変
更
や

振
替
口
座
の
変
更
、
新
居
を
建
て
た
な
ど

住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
法
人
経
営
で
加
入
さ
れ
て
い

る
方
で
、事
業
年
度
を
変
更
す
る
場
合
も
、

保
険
期
間
の
変
更
処
理
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
速
や
か
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
青
色
申
告
に
関
す
る
不
明
な
点
や
詳
細

に
つ
い
て
は
、
税
理
士
な
ど
専
門
家
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

●表１ 税務・会計の取扱い

●保険料および付加保険料（事務費）は、保
険期間の必要経費（個人）、または損金（法
人）に計上します（消費税は非課税扱い）。
●会計上は損益計算書の経費欄に「農業共
済掛金」として計上します。

●預け金として取扱われ、課税関係は生じませ
ん（個人・法人）。
●会計上は、貸借対照表の資産の部に「経営
保険積立金」として計上します。

●保険期間の雑収入に計上します。
●農業者が計算する保険金等の見積額は、
個人の場合は損益計算書の収入金額欄の
雑収入、法人の場合は損益計算書の特別
利益に「収入保険補てん収入」として計上
するとともに、貸借対照表の資産の部の未
収金に計上します。
●保険金は消費税が不課税扱いとなります。

●預け金として取扱われ、課税関係は生じませ
ん（個人・法人）。
●会計上は、特約補てん金のうち農業者積立
分は、貸借対照表の資産の部に「普通預
金」等として計上します。

●保険金と同じ扱いです。

●借方勘定科目は普通預金として、貸方勘定
科目は借入金として計上します。

農業者の
積立金

国庫補助
相当分

つなぎ資金

保険金

積立金

保険料および
付加保険料
（事務費）

特
約
補
て
ん
金

●図１ ４月始期法人の場合

スマートフォン等による
継続申請期間

前年12月～1月末まで

4月から翌年3月までが事業年度の法人の場合

2月末まで 3月末まで 4月～翌年3月

継続加入
申込期限

新規加入
申込期限 保険期間

そ
ご
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令
和
６
年
契
約
の
保
険
金
等
の

試
算
を
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
６
年
契
約
に
加
入
し
た
個
人
経
営

の
方
は
、
令
和
７
年
３
月
17
日
（
月
）
ま

で
に
所
轄
の
税
務
署
へ
、
令
和
６
年
分
の

税
務
書
類
の
提
出
を
必
ず
青
色
申
告
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
収
入
保
険
は
青
色
申

告
の
実
施
が
加
入
の
必
須
条
件
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
対
象
期
間
の
収
入
が
少
な
く

白
色
申
告
に
切
り
替
え
た
場
合
や
税
務
申

告
期
限
を
過
ぎ
て
い
た
た
め
青
色
申
告
で

は
受
理
さ
れ
ず
白
色
申
告
を
行
っ
た
場
合

な
ど
で
、
契
約
が
無
効
と
な
り
保
険
金
等

が
受
け
取
れ
な
か
っ
た
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
の
保
険
期
間
中
に
受

け
た
気
象
災
害
等
に
よ
る
収
入
保
険
の
保

険
金
等
は
事
前
に
試
算
を
行
い
、
令
和
６

年
の
青
色
申
告
に
含
め
て
申
告
し
ま
す
（
表

１
）。
理
由
は
、
令
和
６
年
分
の
収
入
減
少

に
よ
る
保
険
金
等
が
令
和
７
年
の
青
色
申

告
に
記
載
さ
れ
る
と
、
令
和
７
年
の
収
入

金
額
が
平
年
ど
お
り
だ
っ
た
場
合
に
、
令

和
６
年
の
保
険
金
等
の
分
だ
け
収
入
金
額

が
増
え
て
、
過
大
な
課
税
が
生
じ
て
し
ま

う
た
め
で
す
。

　
保
険
金
等
の
試
算
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
全
国
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https: 

//nosai-zenkokuren.or.jp

）
に
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
算
出
ツ
ー
ル
な
ど
が
活
用

で
き
ま
す
。
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
法
人
経
営
の
方
に
つ
い
て
は
事

業
年
度
（
決
算
期
間
）
の
終
了
後
、
２
カ

月
以
内
に
青
色
申
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
個
人
経
営
の
方
よ
り
も
保

険
金
等
の
試
算
を
行
う
期
間
が
短
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

法
人
経
営
で
事
業
年
度
の
開
始
が

２
月
以
降
の
方
は
ま
だ
新
規
加
入
が

で
き
ま
す

　
法
人
経
営
の
方
で
新
た
に
収
入
保
険
へ

加
入
し
た
い
場
合
は
、
加
入
申
請
期
限
が

事
業
年
度
開
始
月
の
前
月
末
ま
で
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
事
業
年
度
が
４
月
開
始
か

ら
３
月
ま
で
の
法
人
で
あ
れ
ば
、
３
月
末

ま
で
の
加
入
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
必
要
書
類

の
確
認
等
手
続
き
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
し
て
加
入
す
る
場
合
は
事

業
年
度
開
始
月
の
前
々
月
末
（
４
月
開
始

の
法
人
で
あ
れ
ば
２
月
末
）
ま
で
に
加
入

申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自
動
継
続

を
選
択
し
て
い
る
法
人
経
営
の
方
に
つ
い

て
は
、
事
業
年
度
開
始
月
に
合
わ
せ
て
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら
「
自
動
継
続
の
ご

案
内
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
継
続
加
入
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

よ
る
継
続
申
請
は
、
継
続
加
入
申
込
期
限

の
１
カ
月
前
（
４
月
開
始
の
法
人
で
あ
れ

ば
１
月
末
）
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
文

書
を
受
け
取
り
ま

し
た
ら
速
や
か
に

継
続
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。
も
し

も
自
動
継
続
に
よ

る
申
込
期
限
を
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
場

合
や
継
続
申
請
の

操
作
に
不
安
が
あ

る
場
合
は
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
て
継
続

の
処
理
を
行
い
ま

す
の
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

（
図
１
）。

収
入
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
平
成
28
年
に
父
か
ら
経
営
移
譲
を
受
け
、
水

稲
や
花
き
、
施
設
園
芸
作
物
を
メ
イ
ン
に
営
農

し
て
い
ま
す
。収
入
保
険
は
地
区
の
集
会
に
て
、

既
に
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
か
ら
話
を

聞
い
て
興
味
を
持
ち
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
か
ら

詳
細
な
説
明
を
受
け
る
な
か
で
、
作
付
割
合
が

高
か
っ
た
共
済
制
度
の
対
象
外
作
物
へ
の
補
償

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
営
農
を
継
続
で

き
る
と
感
じ
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
気
象
災
害
は
多
様
化
・
激
甚
化
し
て
い
て

対
策
が
難
し
い
の
で
、
営
農
を
継
続
す
る
た

め
の
備
え
が
大
切
で
す
。
気
象
災
害
や
価
格

低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
へ
の
備
え
の

一
つ
と
し
て
収
入
保
険
は
欠
か
せ
な
い
で
す
。

　
令
和
３
年
に
高
温
と
少
雨
の
影
響
で
ほ
ぼ

す
べ
て
の
作
物
の
収
量
が
大
き
く
落
ち
込
み

農
業
収
入
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
収
入
保
険

で
補
償
を
受
け
た
こ
と
で
営
農
を
継
続
す
る

た
め
の
助
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
が
つ
な
ぎ
資
金
の
対
応
を
迅
速
に

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
年
内
に
貸
付
け
が

行
わ
れ
安
心
し
て
年
を
越
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
た
だ
、
今
後
の
収
入
保
険
へ
の
期
待
と
し

て
、
最
大
補
償
が
基
準
収
入
の
９
割
に
支
払

率
９
割
を
乗
じ
た
金
額
に
な
る
の
で
、
大
き

な
被
害
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
営
農
を
継
続

す
る
た
め
に
、
よ
り
大
き
な
補
償
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
沼
田
町
で
新
規
就
農
を
目
指
す
移
住
者
を

雇
用
し
な
が
ら
、
作
付
面
積
を
80
㌶
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

安
定
し
た
経
営
基
盤
を
作
ら
な
い
と
い
け
な

い
で
す
が
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で

収
入
減
少
が
あ
っ
て
も
補
償
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
安
定
的
な
経
営
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
今
後
も
営
農
の
幅
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

藤
村 

健
一
さ
ん（
47
）

沼
田
町

ふ
じ
む
ら

け
ん
い
ち

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

水
稲・麦・大
豆・ソ
バ・花
き・メ
ロ
ン・

キ
ャ
ベ
ツ・ト
マ
ト・ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン・

サ
ツ
マ
イ
モ　
約
68
㌶　

経 営 内 容
令和2年
1月加入

（加入6年目）

加入者
の声

収
入
保
険

入
っ
て
よ
か
っ
た
！

　
令
和
６
年
契
約
か
ら
適
用
の
制
度
改
正

に
よ
り
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に

必
要
な
青
色
申
告
に
よ
る
実
績
申
告
年
数

が
１
年
に
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
か
ら
収
入
保
険
に
新
規
加
入

を
し
た
い
場
合
は
、
令
和
７
年
３
月
17
日

（
月
）
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署
へ
、
令
和
７

年
分
以
後
の
「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認

申
請
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
申

込
を
す
る
た
め
に
、
税
務
署
へ
提
出
し
た

「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
の
写

し
が
必
要
で
す
の
で
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
提
出

で
き
る
よ
う
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
で
、
青
色
申
告

特
別
控
除
と
し
て
、
簡
易
な
簿
記
で
10
万

円
の
所
得
控
除
、
要
件
を
満
た
せ
ば
55
万

円
（
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
の
活
用
で
最
大
65
万
円
）

の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

家
族
へ
の
労
務
の
対
価
と
し
て
適
正
な
給

与
を
経
費
に
で
き
る
ほ
か
、
そ
の
年
の
赤

字
を
翌
年
以
降
３
年
間
に
わ
た
っ
て
繰
り

越
し
、
各
年
分
の
黒
字
と
相
殺
で
き
る
な

ど
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
で
加
入
し
て
い
る
方
で
、

親
か
ら
子
へ
の
経
営
移
譲
や
個
人
経
営
の

法
人
化
な
ど
名
義
変
更
が
発
生
す
る
場
合

は
、
同
じ
く
所
轄
の
税
務
署
へ
「
所
得
税

の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」（
法
人
化
の

場
合
は
「
青
色
申
告
の
承
認
申
請
書
」）

の
提
出
を
行
い
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
申
請

書
の
写
し
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
経

営
移
譲
や
法
人
化
な
ど
で
加
入
者
の
情
報

に
齟
齬
が
あ
る
と
、
加
入
承
諾
書
や
保
険

証
書
な
ど
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
が
発
行

す
る
重
要
な
書
類
が
届
か
な
い
こ
と
や
口

座
振
替
の
際
に
名
義
の
不
一
致
に
よ
る
振

替
不
能
な
ど
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

経
営
移
譲
・
法
人
化
に
よ
る
名
義
変
更
や

振
替
口
座
の
変
更
、
新
居
を
建
て
た
な
ど

住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
法
人
経
営
で
加
入
さ
れ
て
い

る
方
で
、事
業
年
度
を
変
更
す
る
場
合
も
、

保
険
期
間
の
変
更
処
理
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
速
や
か
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
青
色
申
告
に
関
す
る
不
明
な
点
や
詳
細

に
つ
い
て
は
、
税
理
士
な
ど
専
門
家
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

●表１ 税務・会計の取扱い

●保険料および付加保険料（事務費）は、保
険期間の必要経費（個人）、または損金（法
人）に計上します（消費税は非課税扱い）。
●会計上は損益計算書の経費欄に「農業共
済掛金」として計上します。

●預け金として取扱われ、課税関係は生じませ
ん（個人・法人）。
●会計上は、貸借対照表の資産の部に「経営
保険積立金」として計上します。

●保険期間の雑収入に計上します。
●農業者が計算する保険金等の見積額は、
個人の場合は損益計算書の収入金額欄の
雑収入、法人の場合は損益計算書の特別
利益に「収入保険補てん収入」として計上
するとともに、貸借対照表の資産の部の未
収金に計上します。
●保険金は消費税が不課税扱いとなります。

●預け金として取扱われ、課税関係は生じませ
ん（個人・法人）。
●会計上は、特約補てん金のうち農業者積立
分は、貸借対照表の資産の部に「普通預
金」等として計上します。

●保険金と同じ扱いです。

●借方勘定科目は普通預金として、貸方勘定
科目は借入金として計上します。

農業者の
積立金

国庫補助
相当分

つなぎ資金

保険金

積立金

保険料および
付加保険料
（事務費）

特
約
補
て
ん
金

●図１ ４月始期法人の場合

スマートフォン等による
継続申請期間

前年12月～1月末まで

4月から翌年3月までが事業年度の法人の場合

2月末まで 3月末まで 4月～翌年3月

継続加入
申込期限

新規加入
申込期限 保険期間

そ
ご

2025.1 Vol.169 8



　11月号の死廃事故に続いて､今回は病傷事故及び死廃・病傷に共通する免責事項についてお知らせします。 
　2023年度の病傷事故の免責適用件数は、前年度に比べ110％と増加傾向にあり、どのような場合にどの程度の
免責割合が適用されるのかを再確認し、免責適用事故の減少に努めていただくようお願いします。

１．「病傷事故」の通知義務に係る免責
免 責 基 準 対象事故 免責割合区分

病傷事故発生通知が遅延した場合は次の免責基準に従い免責とする。
「初診月日」を第１日目とし、組合に通知があった日までの日数を算定する。

〈通知日までの日数〉
  4日～  7日
  8日～14日
15日～30日
31日～90日
91日～

10%
20%
50%
80%
100%

（1） 全事故

病傷事故診断書の組合への提出が遅延した場合は、次の基準に従い免責とする。
診断書の「転帰日」を第１日目とし、組合に提出した日までの日数を算定する。

〈提出日までの日数〉
15日～30日
31日～60日
61日～90日
91日～

20%
50%
80%
100%

（2） 全事故

２．競馬、馬術競技等に係る免責「死廃・病傷事故」

100%

免 責 基 準 対象事故 免責割合区分

（1）

出走させるために必要な行為（練習･調教･繫留）を行うことを目的として、
競馬場又は競技場の敷地内で車両から完全に降ろした時点から再び車両に
載せる時点までの間に発生した事故。
※注１ 競馬の他、草競馬、草ばん馬、エンデュランス馬術競技、トレーニングセールに係る
　　　 事故とする。

全事故

３．野焼きが原因となった火災に係る免責「死廃・病傷事故」

100%

免 責 基 準 対象事故 免責割合区分

（1） 法律等に違反して実施した野焼きに起因した火災の場合。

（2）

法律等の特例規定の範囲で行った野焼きにおいて
ア）気象警報・注意報発令時に実施して延焼した場合。
　  ※注２ 気象警報・注意報は風に関する警報・注意報、乾燥に関する注意報を示す。

イ）延焼防止の措置を行っていなかった場合。
　  ※注３ 延焼防止の措置は､消火用水などの消火に必要な措置を示す。 

全事故

家畜共済の免責事項のお知らせ 病傷事故及び死廃・病傷共通

分娩前、母体の中にいる胎子の体温は、羊水の温度によって一定に保たれてい
ます。しかし出生直後の子牛(新生子牛)は、自分で体温を調節しなければいけま
せん。そこで今回は、新生子牛の体温低下を防ぐための管理についてお話させ
ていただきます。

い とう ゆ き

オホーツク統括センター
北見家畜診療所
獣医師 伊藤 由貴

新生子牛の体温について

　新生子牛は、体重に対する体表面積の比率が大きく、皮
下脂肪が少ないため、寒冷条件下で冷えやすい特徴があ
ります。成牛は第一胃の発酵熱が大きいため体温を維持
できますが、新生子牛は第一胃が未発達であり、筋肉の活
動による熱産生もほとんどないため、代謝の過程で産生さ
れる熱が主なエネルギー源になります。このため、初乳の
摂取は、免疫因子や栄養成分の摂取としてだけでなく、新
生子牛の体温維持にも大きく関与します。
　また、出生直後の子牛は、被毛が羊水で濡れているた
め、環境温度による冷却や、羊水の蒸発に伴う気化熱で体
温が低下しやすい傾向もあります。このため、特に厳寒期
の分娩は子牛の体温低下を防ぐことが重要です。

リッキング
　リッキングとは、出生後の新生子牛を母牛が舐める生理
的な行動のことを指します。
　母牛のリッキングが、新生子牛の羊水で濡れた被毛を乾
燥させることで、羊水の蒸発に伴う(気化熱による)体温低
下を抑制する効果がありますが、近年このリッキングが、こ
の他にも新生子牛の健康に重要な役割を持つことが明ら
かになってきました。
　リッキングを受けた新生子牛は、血清γ-グルタミルトラン
スフェラーゼ(GGT)の活性値、γグロブリン濃度および動
脈血酸素分圧が高かったという研究があり、このことから、
リッキングを受けた新生子牛は、初乳吸収率が高まり、さら
に呼吸機能の改善効果が期待できることがわかりました。
　リッキングのマッサージ効果により、消化管運動が活発
になり、第四胃に貯留する羊水の除去、排尿、排便が促進
されることでも初乳の吸収が高まり、母牛が自分の産子を
認識することにも役立つため、可能な限りリッキングを行
わせてみるのも良いかもしれません。
　しかし、感染リスクを重視して速やかに母牛から新生子
牛を離した方がいい場合もあります。その場合は、敷きワ
ラや乾いた布を用いてマッサージしながら新生子牛の羊
水を拭き取ることが望ましいです。

カーフウォーマー
　新生子牛の被毛が完全に乾燥せず低体温となった結
果、哺乳欲が発現しなくなる場合があります。その際は、
カーフウォーマーも新
生子牛の体温低下の
防止に効果的です。し
かし、長時間カーフ
ウォーマーの中に新生
子牛を入れておくと、
暑さと乾燥で脱水症状
になる危険性があるた
め、新生子牛の体毛が
乾いて哺乳欲が発現し
た段階で出してあげま
しょう。

初乳の摂取
　前述したとおり、初乳の摂取は、免疫因子や栄養成分の
摂取としてだけでなく、体温維持にも大きく関与します。新
生子牛は体脂肪蓄積量が極めて少なく、蓄積エネルギー
も非常に少ないため、特に寒冷条件下では、体温維持のた
めに半日～1日程度でエネルギーが枯渇します。初乳は常
乳と比較して４倍の蛋白質を含み、さらにエネルギーとし
て最も有効な脂肪含量も約2倍含むなど、エネルギーが枯
渇しやすい新生子牛にとっては貴重なエネルギー源です。

他にも…
●豊富な敷料：子牛の放熱を抑制します。
●カーフジャケット着用：子牛に着用させることで体表面
からの放熱を抑制します(ネックウォーマーの装着も効果
的です)。

●十分な換気：子牛は換気が不十分な環境にきわめて弱
いため、十分な換気が大切です。

●すきま風を防ぐ措置：屋外から吹き込むすきま風は、隙
間を通して風速がアップするため、子牛に直接すきま風
が当たらないようにすることも大切です。

温風で子牛を温めながら乾かすことができる
カーフウォーマー

体温低下を防ぐ手段
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北海道   アグリ人

ワ
イ
ン
醸
造
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
滋
賀
県
出
身
の
鶴
山
さ
ん
は
実
家
の

建
設
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
を
志
す
た
め
会
社
の
経
営
を
弟
に

譲
り
、
平
成
２４
年
に
沼
田
町
へ
移
住
し

ま
し
た
。
就
農
後
は
水
稲
、メ
ロ
ン
、ソ

バ
な
ど
を
作
付
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
農

閑
期
の
仕
事
と
し
て
ワ
イ
ン
の
醸
造
に
興

味
を
持
ち
、
道
主
催
の
講
座「
北
海
道
ワ

　
沼
田
町
の
ツ
ル
ヤ
マ
フ
ァ
ー
ム
＆
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
株
式
会
社（
代
表
取
締
役

鶴
山
甲
晋
さ
ん
＝
５３
）は
、
平
成
３０
年

よ
り
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
か
ら
は
、
自
社
農
場
で
収

穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
原
料
に
し
た
ワ
イ
ン
を

製
造
・
販
売
し
て
お
り
、
北
空
知
管
内

で
は
栽
培
が
少
な
い
ブ
ド
ウ
を
原
料
に

し
た
ワ
イ
ン
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

北
空
知
産
の
希
少
な
ワ
イ
ン

イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
」に
通
い
醸
造
法
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　
ブ
ド
ウ
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、ピ
ノ
ノ
ワ
ー

ル
、シ
ャ
ル
ド
ネ
な
ど
７
種
類
の
品
種
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
鶴
山
さ
ん
は「
沼
田

町
は
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
適
し
た

気
候
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
程
よ
い
酸

味
や
他
の
地
域
と
は
違
っ
た
味
わ
い
の
ワ

イ
ン
が
で
き
る
。
今
後
も
地
域
の
風
土
の

特
性
を
活
か
し
た
ワ
イ
ン
の
造
り
方
に
つ

い
て
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
」と
話
し

ま
す
。

北
空
知
の
ワ
イ
ン
を
全
国
へ

　
１０
月
中
旬
よ
り
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
は

す
ぐ
に
ワ
イ
ン
製
造
を
委
託
し
て
い
る
岩

見
沢
市
の
醸
造
所
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。
温

度
管
理
や
酸
化
を
防
ぐ
た
め
の
品
質
管

理
に
気
を
配
り
な
が
ら
野
生
酵
母
で
発

酵
さ
せ
て
亜
硫
酸
無
添
加
の
ワ
イ
ン
が

完
成
し
ま
す
。

　
春
の
雪
解
け
と
と
も
に
樹
木
の
周

り
の
雪
が
解
け
る「
根
明
け
」か
ら

「
N
E
A
K
E
」と
名
付
け
ら
れ
た
令
和

５
年
産
の
ワ
イ
ン
は
道
内
外
の
酒
店
で

販
売
後
す
ぐ
に
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
産
の
ワ
イ
ン

も
１
月
頃
よ
り
ナ
イ
ア
ガ
ラ
や
セ
イ
ベ
ル

な
ど
合
わ
せ
て
約
１
８
０
０
本
を
販
売

す
る
予
定
で
す
。

自
社
醸
造
所
設
立
を
目
指
し
て

　
現
在
、
鶴
山
さ
ん
は
沼
田
町
で
の
自

社
醸
造
所
の
設
立
に
向
け
岩
見
沢
市
の

醸
造
所
で
研
修
を
重
ね
て
お
り
、
設
立

後
は
年
間
１
万
本
の
ワ
イ
ン
の
生
産
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。「
自
社
醸
造
所
で

ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
で
、
地
域
を
盛
り
上

げ
て
沼
田
町
の
発
展
の
一
翼
を
担
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

北空知産の希少なブドウで造られたワインを手にする鶴山さん

北空知の風土を最大限に生かしたワイン 自社農場の醸造用ブドウ

沼田町

さん
鶴山 甲晋
つる やま こう しん
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黒
毛
和
牛
約

1
3
0
頭
を
飼

育
し
て
お
り
、
農

作
物
、
畑
作
物
、

家
畜
共
済
に
加
入

し
て
い
ま
す
。

　
札
幌
市
出
身
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篠
島
さ
ん
は
、
安

田
さ
ん
の
娘
で
あ

る
優
香
さ
ん
と
の

結
婚
を
機
に
就
農

し
、
現
在
13
年
目
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迎
え
ま
す
。「
周

囲
の
助
け
も
あ

り
、
特
に
不
安
も
な
く
安
心
し
て
就
農

で
き
た
」と
笑
顔
で
話
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ま
す
。

共
進
会
へ
の
出
品

　
篠
島
さ
ん
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育
て
た
黒
毛
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ふ

　
篠
島
太
郎
さ
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37
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豊
頃
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十
弗

地
区
で
畜
産
・
畑
作
を
営
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安
田
正
志

さ
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64
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後
継
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小
麦
、バ
レ
イ

シ
ョ
、
大
豆
、
小
豆
、テ
ン
サ
イ
、
牧
草
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約
54
㌶
作
付
け
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て
い
ま
す
。ま
た
、

く
ひ
で
５
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令
和
６
年
７
月
に
開
催
さ

れ
た
、
第
53
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進
会

に
出
品
し
ま
し
た
。
十
勝
の
肉
牛
が
集

ま
り
、さ
ま
ざ
ま
な
部
門
で
審
査
が
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わ

れ
る
中
、
最
高
位
を
受
賞
し
十
勝
一
に

な
り
ま
し
た
。
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Ａ
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ま
し
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。
育
て
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太
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す

ぎ
な
い
よ
う
に
調
整
を
す
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の
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だ
っ
た
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当
時
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す
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に
同
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
33
回

北
海
道
肉
用
牛
共
進
会
に
も「
ふ
く
ひ

で
５
」を
出
品
。
十
勝
か
ら
は
多
く
の

生
産
者
が
参
加
し
て
お
り
、「
み
ん
な

和
気
あ
い
あ
い
で
、
楽
し
い
雰
囲
気

だ
っ
た
」と
当
時
を
思
い
出
し
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。し
か
し
、
篠
島
さ
ん

自
身
は「
十
勝
で
最
高
位
を
獲
っ
た

か
ら
に
は
、
全
道
で
も
獲
ら
な
け
れ

ば
」と
い
う
思
い
が
あ
り
、
緊
張
も
大

き
か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。
結
果
、

全
道
で
も
見
事
最
高
位
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。
豊
頃
町
の
生
産
者
が
最

高
位
を
受
賞
す
る
の
は
15
年
ぶ
り
の

快
挙
と
な
り「
嬉
し
い
よ
り
も
、
正

直
ほ
っ
と
し
た
」と
率
直
な
思
い
を
語

り
ま
す
。

全
国
へ
向
け
た
思
い

　
令
和
９
年
に
は
北
海
道
で
初
め
て
、全

国
和
牛
能
力
共
進
会
が
、
帯
広
市
と
音

更
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
大
会
は
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

大
き
な
賑
わ
い
に
繋
が
る
と
関
係
者
や
生

産
者
は
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
篠
島
さ
ん
は
こ
の
全
国
大
会
へ
向
け

「
最
高
位
を
獲
り
た
い
と
言
い
た
い
け
れ

ど
、や
っ
ぱ
り
難
し
い
と
思
う
。
恥
ず
か

し
く
な
い
結
果
を
残
し
た
い
」と
正
直
な

気
持
ち
を
語
って
く
れ
ま
し
た
。　

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

次
世
代
の
最
高
位

や
す 

だ

ゆ

か

ま
さ
し

豊頃町

さん
篠島 太郎
しの    じま た ろう

表彰され、笑顔を見せる篠島さん（写真提供：ＪＡ豊頃町）

緊張の表情を浮かべる篠島さんとふくひで５（写真提供：ＪＡ豊頃町）
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佐
藤
雄
亮
さ
ん（
３７
）は
、
別
海
町
の

中
心
地
か
ら
程
近
い「
有
限
会
社
ブ
ラ
ッ

ク
リ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
」で
酪
農
業
を
営
ん

で
お
り
、
搾
乳
牛
約
１
０
０
頭
を
含
む

１
８
０
頭
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
同
牧
場
は
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

持
ち
、
元
々
あ
っ

た「
佐
藤
牧
場
」

の
看
板
は
、
父
の

成
寿
さ
ん
が
法

人
化
し
た
際
、

牧
場
の
愛
称
と

な
っ
て
い
た「
ブ

ラ
ッ
ク
リ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
」へ
変

更
し
ま
し
た
。

　
４
代
目
と
な

る
雄
亮
さ
ん
は
、

地
元
・
別
海
高
等
学
校
の
農
業
特
別
専

攻
科
を
卒
業
し
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

の
経
験
を
経
て
、
実
家
を
継
ぐ
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
雄
亮
さ
ん
は「
未
来
に
良

い
形
で
農
場
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
が

強
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。　

牛
も
人
間
も
、
無
理
す
る
と

良
く
な
い

　
「
牛
を
一
番
に
考
え
る
こ
と
で
自
分
た

ち
が
楽
に
な
り
ま
す
」と
笑
う
雄
亮
さ

ん
。
牧
場
で
雄
亮
さ
ん
が
最
も
重
視
し

て
い
る
こ
と
は「
牛
が
自
然
体
で
い
ら
れ

る
」こ
と
。
牛
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、
飼

料
費
や
人
件
費
、
治
療
費
の
削
減
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、５
月
か
ら
１０
月
中
旬
頃
ま
で

の
日
中
は
、
育
成
牛
に
加
え
つ
な
ぎ
牛

舎
と
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
に
い
る
搾
乳
牛
を
全

頭
放
牧
し
て
い
ま
す
。
雄
亮
さ
ん
は

「
日
々
の
放
牧
も
功
を
奏
し
て

か
、
削
蹄
師
に
牛
群
全
体
の
蹄

の
状
態
が
良
い
と
褒
め
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
で
す
」と
目
を
細

め
ま
す
。

　
ま
た
、
分
娩
房
の
新
設
に

よ
っ
て
分
娩
時
の
事
故
を
削
減

し
た
り
、
配
合
飼
料
を
抑
え
一

回
あ
た
り
の
給
餌
量
を
増
や
す

こ
と
で
選
び
喰
い
を
防
い
だ
り

と
、
飼
養
環
境
の
改
善
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
雄
亮
さ
ん

は「
牛
も
人
間
も
無
理
す
る
と

良
く
な
い
か
ら
」と
話
し
ま
す
。

　

仲
間
が
い
る
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
る

　
地
元
の
友
人
に
は
、同
じ
く
酪
農
家
の

後
継
者
が
多
く
、雄
亮
さ
ん
は「
中
に
は

離
農
し
た
人
も
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
仲

間
が
い
る
か
ら
酪
農
業
を
続
け
ら
れ
ま

す
」と
話
し
、仲
間
内
で
集
ま
っ
た
際
は
、

積
極
的
に
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
営
農
す
る
上
で
有
益
な
情
報
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、専
門
家
か
ら
直
接

話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り「
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
牧
場
を
経
営
し
て
い

ま
す
。周
り
の
人
た
ち
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
」と
気
持
ち
を
込
め
ま
す
。

北海道   アグリ人

別海町

さん
佐藤 雄亮
さ    とう　 ゆう   すけ

し
げ
と
し

牛
が
自
然
体
で
い
ら
れ
る
こ
と
を

大
切
に

「未来に良い形で農場を残したい」と話す佐藤雄亮さん

飼養環境の改善にも力を入れている
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仲
間
が
い
る
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
る

　
地
元
の
友
人
に
は
、同
じ
く
酪
農
家
の

後
継
者
が
多
く
、雄
亮
さ
ん
は「
中
に
は

離
農
し
た
人
も
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
仲

間
が
い
る
か
ら
酪
農
業
を
続
け
ら
れ
ま

す
」と
話
し
、仲
間
内
で
集
ま
っ
た
際
は
、

積
極
的
に
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
営
農
す
る
上
で
有
益
な
情
報
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、専
門
家
か
ら
直
接

話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り「
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
牧
場
を
経
営
し
て
い

ま
す
。周
り
の
人
た
ち
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
」と
気
持
ち
を
込
め
ま
す
。

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

牛
の
健
康
と
家
族
の
幸
せ
を
第
一
に

　
井
上
牧
場
の
扇
直
也
さ
ん（
38
）は
滝

上
町
で
放
牧
酪
農
を
営
み
、ホ
ル
ス
タ
イ

ン
だ
け
で
は
な
く
ガ
ン
ジ
ー
や
ブ
ラ
ウ
ン

ス
イ
ス
な
ど
多
種
多
様
な
牛
を
約
80
頭

飼
養
し
て
い
ま
す
。

酪
農
は
自
分
に
あ
っ
て
い
る
と
実
感

　
直
也
さ
ん
は
平
成
２２
年
に
大
学
卒
業

後
、６
年
間
東
北
で
営
業
職
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
に
行
き
詰
ま
っ

て
悩
む
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
妻

の
み
な
み
さ
ん（
38
）が
出
身
地
の
滝
上

町
で
町
お
こ
し
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り

平
成
２８
年
に
移
住
を
決
意
し
て
、み
な

み
さ
ん
の
ご
両
親
が
経
営
す
る
井
上
牧

場
に
就
農
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
酪
農
に

携
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
直
也
さ
ん
は
井

上
夫
妻
か
ら
酪
農
に
つ
い
て
一
か
ら
学
ん

だ
そ
う
で
す
。

　
「
毎
日
決
ま
っ
た
業
務
を
コ
ツ
コ
ツ
こ

な
す
こ
と
は
自
分
の
性
格
に
合
っ
て
い

る
」と
実
感
し
た
直
也
さ
ん
は
、さ
ら
に

家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を
取
得
し
、

現
在
で
は
義
母
の
井
上
智
美
さ
ん（
65
）

が
行
っ
て
い
た
授
精
業
務
の
全
て
を
、
直

也
さ
ん
が
行
って
い
ま
す
。

　
義
父
の
井
上
秀
幸
さ
ん（
62
）は
、
以

前
は
大
規
模
酪
農
を
志
し
て
い
ま
し
た

が「
土
、
草
、
牛
、
人
」が
健
や
か
に
楽
し

く
活
き
活
き
と
生
活
す
る
こ
と
で
、
共

栄
を
目
指
し
た
い
と
考
え
経
営
方
針
を

転
換
し
、そ
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
令
和

６
年
４
月
に
直
也
さ
ん
が
４
代
目
社
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

放
牧
酪
農
で
よ
り
牛
を
健
康
に

　
直
也
さ
ん
が
就
農
し
て
し
ば
ら
く
経

過
し
た
頃
、放
牧
酪
農
を
行
っ
て
い
る
農

家
の
方
か
ら
の
誘
い
を
受
け
、勉
強
会
に

参
加
し
ま
し
た
。そ
こ
で
経
営
方
針
や
放

牧
に
対
す
る
考
え
方
に
感
銘
を
受
け
、井

上
牧
場
で
も
全
頭
放
牧
酪
農
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
勉
強
熱
心
な
直
也
さ
ん
は
、そ
の
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
会
に
参
加
し
、日
々

放
牧
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。「
今
後
は

放
牧
圧
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
飼
養
頭

数
を
減
ら
し
、よ
り
牛
に
ス
ト
レ
ス
を
か

け
な
い
環
境
作
り
を
目
指
す
」と
語
る

直
也
さ
ん
。
年
単
位
で
放
牧
の
や
り
方

を
少
し
ず
つ
変
更
し
、牛
の
健
康
、環
境
、

気
候
に
適
し
た
放
牧
方
法
を
模
索
し
て

い
ま
す
。

家
族
一
丸
で
商
品
の
開
発
と

情
報
発
信

　
井
上
牧
場
で
は
、
放
牧
で
伸
び
伸
び

育
っ
た
牛
の
牛
乳
や
牛
脂
を
利
用
し
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
を
製
造
、
販
売
し
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
で
す
。
智
美
さ
ん
の

徹
底
し
た
衛
生
管
理
と
余
計
な
も
の
は

入
れ
な
い
と
い
う
こ
だ
わ
り
で
作
ら
れ
た

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味

わ
い
で
、一
年
を
通
し
て
滝
上
町
内
の
飲

食
店
で
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
夏
季
に
は
牧
場
内
の
キ
ッ
チ
ン
ト

レ
ー
ラ
ー
で
も
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
製
品
関
連
事
業
は
み

な
み
さ
ん
が
企
画
し
家
族
一
丸
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

ひ
で
ゆ
き

さ
と
み

い
の
う
え

営業中のキッチントレーラー

こだわりのソフトクリーム

放牧牛と扇さん

滝上町

さん
扇 直也
おおぎ なお     や

詳細は公式インスタグラム
(KOKOSOKO_MILK)を検索してください。
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

　比布町にある「のうりえ食堂」は、株式会社ノウリエが運営し、
自社農園で生産した米や野菜など、地元の農産物を使用した料
理を提供しています。
　人気メニューの「よくばり定食」は、生姜焼き、ねぎ塩焼き、油淋
鶏、チキン南蛮、ヤンニョムチキンの5種類から2品を選ぶことが
でき、好きなおかずの組み合わせを楽しめます。ライスは無料で
大盛りに変更できるので、ガッツリ食べたい方におすすめです。
　定食の他にラーメンも好評で、お店一押しの「とんこつラー
メン」は、社員全員で開発に数カ月かけた自慢の一品です。
　期間限定のテイクアウトメニューの販売も行っているため、詳し
くはお店のインスタグラム、またはFacebookをご確認ください。

西別岳の『がまん坂』を乗り越える

昭和レトロな空間で
癒しのひとときを

　地元の方の憩いの場にしたいという想いから平成28年
10月にリニューアルオープンした「焼肉亭おおむら」は、石
狩市厚田区望来で創業から24年間変わらない高タンパク
で低カロリーな「生ラム肉」と肉厚で噛めば噛むほど肉汁
があふれる味わい深い「上ホルモン」がおすすめメニューで
す。その他にも乳製品やジャガイモなどの北海道産の原料
を中心に使用した飼料で育てた地元のブランド豚の「望来
豚」、望来の純国産米の甘みが強い「ななつぼし」を提供し
ています。
　人気店のためご来店の際は、ランチ・ディナー問わずご
予約のお電話をしてから来店することをおすすめします。

石狩市

比布町 標茶町

足寄町

網走市

NOSAI 北海道

　道の駅あしょろ銀河ホール21の北隣に建つ、旧国鉄「足
寄駅」をイメージしたバス待合所の中にある「珈琲座間屋」。
　店内にはオリジナルブレンドをはじめ常時10種類の
コーヒー豆が並び、米を研ぐように洗い乾燥させた豆を自
家焙煎することによって雑味が抜け、すっきりとした味わ
いが楽しめます。道の駅では温泉熱で栽培しているいちご
を合わせた「いちごドリップコーヒー」も販売し、足寄町の
ふるさと納税返礼品として人気があります。
　十勝産の素材にこだわったホットドッグやうどんなどの
軽食、足寄産小豆を使った自家製どらやきなどのスイーツ
も充実。コーヒーカップは陶芸家でもある店主の作品で、

店頭販売も行って
います。
　近くにお越しの
際は、時間を忘れてのんびりすごして
みてはいかがでしょうか。

地域の魅力をより広く伝える
オホーツク海に望むセレクトショップ＆カフェ

米農家が運営する
駅前食堂

山の中にポツンと佇む
地元で人気の焼肉店

　網走市街から少し離れた海沿いにある「uminoba」
は、オホーツクの食と生活雑貨を集めたセレクトショップ
兼テイクアウトカフェです。
　代表の中村さん（39）は学生時代にBlueM株式会社
の前身となるCafe BlueMを立ち上げ網走市内や東京
で6店舗ほど飲食店を経営していましたが、より広くオ
ホーツク地域の魅力を伝えるためには飲食店だけでは
限界があると考え、ショップとカフェを併せ持った
uminobaを令和3年5月に開店しました。同店は株式会
社BlueMの中心的店舗であり、併設された自社工場で
加工した食品や、中村さんが選んだ魅力的な商品を販売

しています。
　同社の主力商品である「長芋ゴロゴロキムチ」は、原料
の長芋を地元の農協や中村さんが学生時代にお世話に
なった農家の方から仕入れており、冷蔵用と冷凍用に加
工しています。テイクアウトにも地元の食材を取り入れて

おり、店内カウンターやテラス席か
ら海を眺めつつ飲食することもでき
ます。

ウ ミ ノ バ

ブルームなかむら

　西別岳は、標茶町虹別市街から車で北へ30分程度のところに位置する標高
799.5mの山です。
　登山道入り口から山頂までは3.2kmほどあり、登山ルートには「うぐいす
谷」・「第一お花畑」・「第二お花畑」・「第三お花畑」・「ごくらく平」と中継地が5カ
所あります。
　「うぐいす谷」と「第一お花畑」の間には「がまん坂」という坂があり、特に登り
始めは急勾配の坂が続くため、登山者には試練の区間として知られています。
　「がまん坂」を抜けると高山植物が広がる区間が続き、山頂に近づく頃には摩
周湖や虹別市街も見下ろすことができるなど、きれいな景色が続きます。
　それほど標高が高い山ではありませんが、実際に登るとさまざまな試練や美し
い風景が広がる山です。皆さんも、登山にチャレンジしてみませんか？
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

　比布町にある「のうりえ食堂」は、株式会社ノウリエが運営し、
自社農園で生産した米や野菜など、地元の農産物を使用した料
理を提供しています。
　人気メニューの「よくばり定食」は、生姜焼き、ねぎ塩焼き、油淋
鶏、チキン南蛮、ヤンニョムチキンの5種類から2品を選ぶことが
でき、好きなおかずの組み合わせを楽しめます。ライスは無料で
大盛りに変更できるので、ガッツリ食べたい方におすすめです。
　定食の他にラーメンも好評で、お店一押しの「とんこつラー
メン」は、社員全員で開発に数カ月かけた自慢の一品です。
　期間限定のテイクアウトメニューの販売も行っているため、詳し
くはお店のインスタグラム、またはFacebookをご確認ください。

西別岳の『がまん坂』を乗り越える

昭和レトロな空間で
癒しのひとときを

　地元の方の憩いの場にしたいという想いから平成28年
10月にリニューアルオープンした「焼肉亭おおむら」は、石
狩市厚田区望来で創業から24年間変わらない高タンパク
で低カロリーな「生ラム肉」と肉厚で噛めば噛むほど肉汁
があふれる味わい深い「上ホルモン」がおすすめメニューで
す。その他にも乳製品やジャガイモなどの北海道産の原料
を中心に使用した飼料で育てた地元のブランド豚の「望来
豚」、望来の純国産米の甘みが強い「ななつぼし」を提供し
ています。
　人気店のためご来店の際は、ランチ・ディナー問わずご
予約のお電話をしてから来店することをおすすめします。

石狩市

比布町 標茶町

足寄町

網走市

NOSAI 北海道

　道の駅あしょろ銀河ホール21の北隣に建つ、旧国鉄「足
寄駅」をイメージしたバス待合所の中にある「珈琲座間屋」。
　店内にはオリジナルブレンドをはじめ常時10種類の
コーヒー豆が並び、米を研ぐように洗い乾燥させた豆を自
家焙煎することによって雑味が抜け、すっきりとした味わ
いが楽しめます。道の駅では温泉熱で栽培しているいちご
を合わせた「いちごドリップコーヒー」も販売し、足寄町の
ふるさと納税返礼品として人気があります。
　十勝産の素材にこだわったホットドッグやうどんなどの
軽食、足寄産小豆を使った自家製どらやきなどのスイーツ
も充実。コーヒーカップは陶芸家でもある店主の作品で、

店頭販売も行って
います。
　近くにお越しの
際は、時間を忘れてのんびりすごして
みてはいかがでしょうか。

地域の魅力をより広く伝える
オホーツク海に望むセレクトショップ＆カフェ

米農家が運営する
駅前食堂

山の中にポツンと佇む
地元で人気の焼肉店

　網走市街から少し離れた海沿いにある「uminoba」
は、オホーツクの食と生活雑貨を集めたセレクトショップ
兼テイクアウトカフェです。
　代表の中村さん（39）は学生時代にBlueM株式会社
の前身となるCafe BlueMを立ち上げ網走市内や東京
で6店舗ほど飲食店を経営していましたが、より広くオ
ホーツク地域の魅力を伝えるためには飲食店だけでは
限界があると考え、ショップとカフェを併せ持った
uminobaを令和3年5月に開店しました。同店は株式会
社BlueMの中心的店舗であり、併設された自社工場で
加工した食品や、中村さんが選んだ魅力的な商品を販売

しています。
　同社の主力商品である「長芋ゴロゴロキムチ」は、原料
の長芋を地元の農協や中村さんが学生時代にお世話に
なった農家の方から仕入れており、冷蔵用と冷凍用に加
工しています。テイクアウトにも地元の食材を取り入れて

おり、店内カウンターやテラス席か
ら海を眺めつつ飲食することもでき
ます。

ウ ミ ノ バ

ブルームなかむら

　西別岳は、標茶町虹別市街から車で北へ30分程度のところに位置する標高
799.5mの山です。
　登山道入り口から山頂までは3.2kmほどあり、登山ルートには「うぐいす
谷」・「第一お花畑」・「第二お花畑」・「第三お花畑」・「ごくらく平」と中継地が5カ
所あります。
　「うぐいす谷」と「第一お花畑」の間には「がまん坂」という坂があり、特に登り
始めは急勾配の坂が続くため、登山者には試練の区間として知られています。
　「がまん坂」を抜けると高山植物が広がる区間が続き、山頂に近づく頃には摩
周湖や虹別市街も見下ろすことができるなど、きれいな景色が続きます。
　それほど標高が高い山ではありませんが、実際に登るとさまざまな試練や美し
い風景が広がる山です。皆さんも、登山にチャレンジしてみませんか？
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kouhou@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和7年2月21日（金）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそのご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話番号・右記クイズの答
えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

応募
方法

応募
〆切り

今
号
の
表
紙

今回の
プレゼント

応募フォーム

前号の
答え

　
羊
蹄
山
の
麓
、
真
狩
村
で
営
農
さ
れ
て
い
る
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ワ
ー

ク
ス
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
佐
々
木
伸
さ
ん（
45
）と
従
業
員

の
皆
さ
ん
で
す
。

　
佐
々
木
さ
ん
は「
農
薬
を
減
ら
し
て
野
菜
作
り
を
す
る
」そ
の

想
い
で
土
作
り
か
ら
こ
だ
わ
り
、環
境
へ
配
慮
す
る
た
め
農
薬
や
化

学
肥
料
を
減
ら
し
、堆
肥
や
有
機
肥
料
で
土
壌
改
善
の
効
果
を
高

め
る
循
環
型
農
業
で
野
菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　「
自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る
」の
精
神
で
物

流
も
自
ら
行
い
、道
内
だ
け
で
な
く
関
東
圏
へ
も
出
荷
し
て
い
ま

す
。運
搬
資
材
な
ど
は
、リ
ユ
ー
ス
コ
ン
テ
ナ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

取
引
先
や
環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。ま
た
、収
穫
運
搬

機
な
ど
も
自
ら
設
計・製
作
し「
自
社
開
発
は
多
額
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
が
、作
業
者
の
体
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、ま
た
次

世
代
の
若
手
担
い
手
の
た
め
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
」

と
話
し
ま
す
。

　
地
域
の
農
家
と
連
携
し
、真
狩
産
野
菜
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
自
社
で
加
工
品
を
開
発
し
、特
産
品
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。「
自
分
だ
け
で
な

く
、地
域
や
農
業
に
関
わ

る
人
々
の
生
活
が
良
く
な

る
よ
う
に
野
菜
作
り
を
通

し
て
貢
献
し
、さ
ま
ざ
ま
な

人
が
働
き
や
す
い
職
場
作

り
を
続
け
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

質 疎A1 A2 湿A3

プレゼントを当てよう！

NOSAIクイズ

A1：

A2：

クイズに
答えて

地域貢献へ積極的な佐々木さん

ふ
も
と

し
ん

さ    

さ   

き

次の　 に漢字を入れて2字熟語を
完成させよう！ 2つの漢字を合わせると・・・？
漢字は矢印の方向に読んでください。

最

更 人

着

A1

青

小 先

眠

A2

正解者の中から抽選でベジタブルワークスの
「ゆりの結晶」「雪下人参ジュース」「サツマイモの
干し芋」３点セットを30名の方にプレゼントします！

ベジタブルワークスの
「ゆりの結晶」
「雪下人参ジュース」
「サツマイモの干し芋」
３点セット
　北海道の大自然。羊蹄山から湧き出るカムイワッカ（神の水）と澄み渡る風によって
育まれた真狩産の野菜たち。その中から真狩産のゆり根を丁寧に下処理しパッキン
グした『ゆりの結晶』。春まだ雪深い時期から雪を割り収穫した甘さ際立つ人参を使
用した『雪下人参ジュース』。真狩村の寒暖差により甘みを蓄えたサツマイモを平干し
で乾燥させた、なめらかさと甘みが特徴の『サツマイモの干し芋』。以上３点をセットに
してお届けいたします。ぜひご賞味ください。
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昨年度の地区別懇談会（旭川会場）

ＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせ

11月15日
11月18日
11月19日
11月27日
12月  4日
12月12日

第6回監事会（札幌）  
第1回家畜共済部会（札幌）
第2回農作物共済部会（札幌）
全国NOSAI大会（東京）   
第2回果樹共済部会（札幌）
第2回農業保険加入推進連絡協議会（札幌）    

12月13日

12月17日

12月18日

第2回畑作物共済部会（札幌）
第3回農作物共済部会（札幌）
第4回総務専門委員会（札幌） 
第4回農作専門委員会（札幌） 
第4回安全運転管理委員会（札幌） 
第6回家畜専門委員会（札幌） 
第7回理事会（札幌） 

組合の動き 11月～ 12月 組合で開催された主な会議等を掲載します。

　令和7年1月27日～2月１９日にかけて、全道各地
で地区別懇談会が開催されます。
　地区別懇談会では、令和6年度の農業共済事業
の概要や今後の計画などを説明する場となってい
ます。
　また、農業者の方から貴重な意見を直接頂戴す
る場でもあります。
　詳細は改めてお知らせいたしますが、多くの方に
ご参加いただきますようお願い申しあげます。

地区別懇談会が始まります

年末年始休業のご案内

30日
（月）

31日
（火）

1日
（水）

2日
（木）

3日
（金）

4日
（土）

定
例
休
日

通
常
勤
務

5日
（日）

6日
（月）

定
例
休
日

定
例
休
日

通
常
勤
務

29日
（日）

28日
（土）

27日
（金）

令和6年１２月 令和7年１月

年末年始休業

　日頃より、NOSAI北海道の事業運営にご協力いただき、誠にありがとうございます。
　誠に勝手ながら、12月30日（月）～1月4日（土）の期間を年末年始休業とさせていただきます。
　なお、年末年始休業中の園芸施設共済の事故対応は、お近くの支所にお問い合わせください。また、診療・
人工授精の体制は支所・診療所よりお知らせします。
　冬期は、悪天候によって往診等に遅れが生じたり、職員の安全を確保できないと判断した場合は往診等を中
止することもありますのでご了承ください。
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一般社団法人日本ホームパーティー協会
ホームパーティー検定®認定講師
日本酒唎酒師　上川大雪酒造アンバサダー
「Festavolo」主宰

スタジオ撮影フードスタイリスト、レシピ開発、広告
メニューデザイン、家庭科授業外部講師、メディア出
演等活躍中。
日本酒唎酒師・日本酒品質鑑定士・酒粕麹マイス
ター・イタリア料理ソムリエ等、日本酒をはじめ食に
関する資格を多数所持。
フードコンサルタント事業なども手掛ける。
北海道農政部 食の安全推進局食品政策課 北海道らしい食づくり名人。

おかざきおかこ

2025.1　Vol.16
企画・発行／北海道農業共済組合
発行責任者／岡本 真平
デザイン・印刷／株式会社須田製版

札幌市中央区北４条西１丁目１番地 北農ビル15階
TEL.011-271-7212　FAX.011-232-3246
URL https://www.nosai-do.or.jp

広報紙

材料 （2人分）

作り方

party food stylist パーティーフードスタイリスト

・長ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・すし酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・黒胡椒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・
・レモン汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2本
1個

大さじ２
適量

大さじ１
大さじ１

和洋いいとこどり
焼き長ねぎの甘酢マリネ

Instagram
＠okacofestavolo

冬に旬を迎える長ねぎを軽く焼き、香ばしさと甘
さを引き出したマリネに仕上げました。まろやかな
すし酢の口当たり、レモン汁を加えて鮮やかな酸
味をプラス。さらにふわふわにしたゆで卵に、黒胡
椒とオリーブオイルを加えることで、和洋それぞ
れの食材に一体感を持たせました。

おいしい長ねぎを選ぶコツは白い部分にハリツヤがあり、
白と緑の境目がはっきりしているものを選びましょう。
卵は包丁でみじん切りにしても良いですが、ザルで濾すと
細かくきれいな仕上がりになります。

焼き上がった長ねぎが熱いうちにすし酢をかけ、
そのまま冷まします。

器に長ねぎを並べ、その上に白身、黄身の順で
ゆで卵を乗せます。仕上げに黒胡椒、レモン汁、
オリーブオイルをかけて完成です。

鍋にたっぷりの湯を沸かし、冷蔵庫から出した冷
たい卵を入れて10分間茹で、固めのゆで卵にし
ます。白身と黄身に分けて、それぞれ細かくしま
す。（ザルで濾すときれいに仕上がりますが、み
じん切りでも可）。

長ねぎの白い部分を5cmくらいの大きさに切
り、フライパンで焼きます。




